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分野・必選別・
単位数 共通科目 選択 2単位

科目ナンバー T2A104

博士前期 配当年次 1年 配当学期 前期 授業方法 講義

回数

1 松澤　和正 教　授

2 松澤　和正 教　授

3 松澤　和正 教　授

4 松澤　和正 教　授

5 松澤　和正 教　授

6 松澤　和正 教　授

7 松澤　和正 教　授

8 松澤　和正 教　授

9 松澤　和正 教　授

10 松澤　和正 教　授

11 松澤　和正 教　授

12 松澤　和正 教　授

13 松澤　和正 教　授

14 松澤　和正 教　授

15 松澤　和正 教　授

【事前学修】

【事後学修】

【必要時間】

◎教授　松澤和正

授業の
到達目標

事前事後学修
の内容および
それに必要な

時間

シスター・カリスタ・ロイ　　の看護理論を概説し議論できる。

担当者

マーサ　E.  ロジャース　の看護理論を概説し議論できる。

マーガレット・ニューマン　の看護理論を概説し議論できる。

教科書 適宜文献等を指定する。

まとめ
講義の振り返りと習熟度確認

マドレーヌ　M.　レイニンガー　の看護理論を概説し議論できる。

ジーン・ワトソン　の看護理論を概説し議論できる。

ローズマリー・リゾ・パースィ　の看護理論を概説し議論できる。

パトリシア・ベナー　の看護理論を概説し議論できる。

次回の授業内容について学び、ディスカッションできる準備を行う。

授業中の疑問点をまとめ、教科書等を利用し、次回授業までに解決しておくこと。

当該期間に30時間以上の予復習が必要。

その他履修上
の注意事項

試験やレポート等に対し、講義の中での解説等のフィードバックを行うので有効に活用すること。
この科目は、本専攻の学位授与方針3と関連していることに留意し授業に取り組むこと。

プレゼンテーション・ディスカッション60％、レポート等提出物40％で評価する。

筒井　真優美編，看護理論家の業績と理論評価，医学書院.
アン・マリナー・トメイ他編，看護理論家とその業績、 都留 伸子訳，医学書院.
筒井　真優美編，看護理論(改訂第2版): 看護理論20の理解と実践への応用，南江堂.
J. フォーセット，フォーセット　看護理論の分析と評価，太田　喜久子・筒井　真優美監訳，医学書院

参考書

成績評価の方
法および基準

科目名

授
業
計
画

行動目標

看護理論概説
講義の進め方と評価について説明できる。

看護理論はなぜ生まれたのか、また主要な看護理論の歴史的変遷について概説し議論できる。

看護理論と看護実践との関係性について概説し議論できる。

ヒルデガード　E.　ペプロウ　の看護理論を概説し議論できる。

ジョイス・トラベルビー　の看護理論を概説し議論できる。

担当教員

課程

ドロセア　E．オレム　の看護理論を概説し議論できる。

授業の概要

看護理論

看護学が発展させてきた様々な看護理論の概要を学ぶなかで、それぞれの看護理論が基礎とする諸概念や諸理論を歴史的・学際的な
視点から振り返り、複雑な看護現象を把握し理解するための多様な看護概念がいかに生み出され、それらが看護実践の基盤としていかな
る役割や機能を有するかについて議論を深める。

①主要な看護理論について概説できる。
②自らの看護実践について、適切な看護理論を用いて分析することができる。
③上記の学修を通して、看護理論の有効性と限界について概説することができる。

キャサリン・コルカバ　の看護理論を概説し議論できる。


